








































都合な自然幅 7-27TX7.6kHzであるために,磁気光学 トラップ中2で光子の反跳エネルギーh2k2/2m 程度
までドプラ-冷却～hγしつつ3,重力に比べて 10倍程度強い光の散乱力hky/2によって重力場中で安定
に保持することがきる.ここで,kは光子の波数を表す.これまでに我々は,スピン禁制遷移を用いた



















ることができる.FORT中で,磁気光学 トラップを共存させるためには,冷却遷移の上下準位 ls｡, 3pl
の光シフトポテンシャルを等しくすればよく,この条件はえF～800nm によって実現できる.これまで
の実験では, ls｡J pl遷移の磁気光学 トラップ中に半径 17pmのFORTレーザーを交差して入射させる交
差型FORT5を形成することで,磁気光学 トラップの 1/100以下の体積に,およそ5%の原子をローディン
グすることに成功し,このときの位相密度は 0.1のオーダーになっている.光シフトポテンシャルと
重力ポテンシャルの競合によって形成されるトラップポテンシャル障壁を低くすることで,トラップ
原子温度の低下も観測され,FORT中で原子の弾性散乱による十分な熱平衡化が行なえれば蒸発冷却に
よる位相空間密度の向上も期待できる.その他,位相空間密度の向上のためには, ls｡- 3pl遷移を用い
たサイ ドバンド冷却を行うことも検討している.特に後者では,ボース,フェルミ粒子に対して同様
の冷却効率を期待できるため,量子縮退した同位体での統計性の違いに起因する巨視的な量子現象の
観測の観点からも非常に興味深い.
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図1.光双極子 トラップレーザー (醍
長九F)による,冷却遷移の上下準位 lso,
3plのシュタルクシフトポテンシャルの
変調.適当なレー ザー波長AFを選ぶこ
とで,冷却遷移の上下準位にそれぞれ任
意のシュタルクシフトポテンシャルを作
ることができる.
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